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�Ý�G�,�Ú　現状、多くの大学発スタートアップは、資金調達や事業化支援において深刻な課題に
直面しています。優れたアイデアや技術を有するにもかかわらず、事業化に必要な資金や
ノウハウを獲得することが困難な状況が続いています。このいわゆる「魔の川」によって、
多くの有望なプロジェクトが実現に至らず、社会実装の機会を逸しているのが現状です。
　このような状況を打破するため、本学がこれまで実施してきたギャップファンド※１等の
支援制度を拡張することで、より多くのシーズに対して手厚い支援を実施します。
※1 研究成果を社会に活かすため、事業化に向けた初期の検証や準備を支援する資金制度
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● 事業化検証資金の提供　　　● 座学セミナーの開催　　　● メンタリング機会の提供
● プレCXO人材※2とのマッチング支援　※２ スタートアップの事業化を推進するために必要な経営人材
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基金について

　近年、我が国においてイノベーション創出の重要性がますます高
まっています。特に、大学発スタートアップは、社会課題の解決や経
済活性化に大きな役割を果たすことが期待されています。
　九州大学は、国内屈指の研究大学として、これまで多くの社会課題
の解決と新たな価値創造に貢献してきましたが、さらなる飛躍を実現
するためには、大学発スタートアップ企業の創出・育成が不可欠です。
　そこで、本学では「スタートアップ共創基金」を設立し、ご支援いただいた皆さまとともに、研究
成果の社会実装を目指す研究者を支援します。
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（エンダウメント型基金）

ご寄附者

ご支援
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法人・団体
　　　…等

社会変革の牽引、大学への支援拡大

など、様 な々用途に活用

【運用】

運用益
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一部基金へ繰入

キャンパス
の環境整備

教育・
研究活動
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　エンダウメントとは、大学が長期的に資産を運用するための独
自の基金です。皆さまからのご寄附をすぐに使うのではなく、大切
に積み立てて運用し、その運用益を教育や研究、キャンパス環境
の整備などに活用する仕組みです。
　国立大学の法人化以降、運営費交付金は減少傾向にあり、大
学が安定した財政基盤を築くためには、多様な収入源の確保が
欠かせません。こうした背景から、九州大学基金では2025年7月
に「エンダウメント型基金」を設立しました。この基金により、長期的に運用したその運用益を、教育・
研究活動やキャンパス環境の整備など、大学が必要とする分野に活用することが可能になりました。
　九州大学は、歴史と伝統に培われた「知」を基盤に、一丸となって教育・研究のさらなる発展に
取り組んでまいりますので、趣旨にご理解とご賛同をいただき、継続的なご支援を賜りますよう、心
よりお願い申し上げます。

　使途を大学に一任いただき、原則として、長期的に当該基金を運用し拡大を図り
ます。将来的には、この運用益を教育・研究活動やキャンパスの環境整備など、
大学運営に必要な施策に活用します。
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基金について

九
州
大
学
副
理
事　

大
西 

晋
嗣

九
州
大
学
総
長　

石
橋 

達
朗

別冊 九大広報 1別冊 九大広報2



PICK UP
New Initiatives

　近年、持続可能な支援の重要性が増しており、大学への寄附にも
新しい動きが見られます。
　中でも、現金に加えて株式を寄附することで、配当金を活用した
長期的で安定した支援が可能となり、注目を集めています。
経済の成熟や社会貢献への意識の高まりを背景に、こうした寄附は
未来を見据えた大学支援の新しいかたちとして広がりつつあります。
九州大学でも、株式の寄附を通じてご支援いただいた3つの事例を
ご紹介します。

返礼品の
内容について

附属農場で生産した無洗米、黒豆、サツマイモ、カボチャ、ダイコン、炒り豆、レーズン、黒ニ
ンニクなどから生育に応じて、いくつかを詰め合わせます。
※恐れ入りますが、内容の指定はできませんことをご理解ください。　※附属農場で生産する農産物は数量が限られており
ますため、お送りする詰合せについても、ささやかな、心ばかりのものとなりますこと、予めご了承願います。

教育・研究の未来へ ―
［ 八坂哲雄名誉教授からの死因贈与契約 ］3

CASE 八
坂 

哲
雄
名
誉
教
授

小型SAR衛星「QPS-SAR」開発時の様子

 2025年8月 　株式会社QPS研究所ファウンダーであり、本学名誉教授の八坂哲
雄様と、同社株式200万株のご寄附に関する死因贈与契約※を締結しました。

　「できる限り長期の支援を実施してほしい」という八坂様のご意向を受け、本学では
ご寄附いただいた株式の配当金を通じて、教育・研究活動および環境整備に長期的
かつ継続的に活用していきます。
※死因贈与契約…贈与者が亡くなった際に特定の財産を受贈者に贈与することを、

あらかじめ両者の合意のもとで取り決める契約

KYUSHU UNIVERSITY FUND

01

02
九州大学基金

「相続・遺言セミナー」を
開催しました 03

春日市
『ふるさと納税』
開始します！

寄附返礼プロジェクト
「附属農場の農産物詰め合わせ」実施のお知らせ

九州大学基金から最新の話題をお届け

　今年も、九州大学の著名な先生と信託の専門家をお
招きし、北九州・大阪・福岡・東京の全国4か所で「相
続・遺言セミナー」を開催しました。多数の皆さまにご参
加いただき、ありがとうございました。来年度も開催予定
ですので、皆さまのお越しをお待ちしています。

【遺贈寄附などに関するご相談】
九州大学基金 遺贈相談窓口     TEL：092-802-6789

　春日市のふるさと納税を通じて、九州大学へご寄附い
ただけるようになりました。皆さまのご支援は、教育・研
究活動の充実に活用させていただきます。
　お手続きは、春日市のふるさと納税サイト（楽天、ふる
さとチョイス、ふるなび、さとふる）から。
　ぜひ、九州大学の教育・研究を応援してください！

※本寄附には返礼品はございませんのでご了承ください。

　九州大学農学部附属農場では、学生の教育・
研究活動の一環として、季節ごとの多様な農産物
を栽培・収穫しています。これらの農産物は、実
習や研究に活用されるだけでなく、地域とのつな
がりを深める貴重な資源でもあります。
　このたび、附属農場の取り組みを広く知ってい
ただくことを目的に、農場で育てた新鮮な農産物
を詰め合わせた返礼品をご用意し、寄附を募るプ
ロジェクトを2025年10月1日より開始しました。開
始直後から反響があり、県外からのお申込みも
多数寄せられました。ありがとうございます！
　現在、返礼品の発送準備を進めており、整い
次第、順次お届けいたします。季節の恵みを詰め
込んだ農産物の詰め合わせを、ぜひご家庭でお
楽しみください。

表彰式で受賞した３名の本学教員と藤井德夫様

ノーベル賞受賞者を九大から ―
［ 藤井德夫研究奨励基金 ］1

CASE
藤
井 

德
夫
様

 2023年12月 　イフジ産業株式会社創業者であり、本学卒業生の藤井德夫様より、
同社株式20万株のご寄附をいただき、「藤井德夫研究奨励基金」を創設しました。

　「ぜひとも九州大学からノーベル賞受賞者を輩出してほしい」という熱い願いのもと、本基
金は本学の研究者の挑戦を支え、世界をリードする研究者の育成を目指します。この奨励
基金をもとに「藤井德夫賞」が創設され、2025年に第一回目の受賞者が決定、6月に表彰
式が執り行われました。

 2024年12月 　リックス株式会社元社長である安井玄一郎・
龍之助ご兄弟（ともに本学卒業生）より、同社株式13万株（玄一
郎氏：10万株、龍之助氏：3万株）のご寄附をいただきました。

　このご寄附をもとに「リックス・安井留学支援基金」を創設。株式
の配当金を活用し、本学学生の留学・海外派遣や海外からの留学
生受入などの支援を長期的に行っていきます。

学生と留学生を支える ―
［ リックス・安井留学支援基金 ］2

CASE

※支援内容は、効果的な支援となるよう、随時、検討を行います

支援スキーム 

寄附株式
本学学生

受入留学生
リックス・安井
留学支援基金

配当金

海外渡航や
国際会議等の支援
受入留学生支援
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式
を
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し
た

か
た
ち

新
し
い
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■感謝盾とは…九州大学基金の謝
意制度の一つで、その年初めて「特
別功労賞」になられた方を対象に贈
呈するものです。

今日はすごく楽しかったです。
支援を受けたことで金銭的な
事を気にしないで活動にどん
どん参加できると聞くと、少し
でも役に立っているのだと思い、

嬉しく感じま
した。

支援者の声

INFORMATION  

　

２
０
２
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８
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８
日
、
九
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大
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伊
都
キ
ャ
ン
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奨
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金
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会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
奨
学
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は
民
間
企
業
か
ら
の
ご
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に
よ

り
学
生
の
教
育
・
研
究
活
動
を
支
援
す
る
制
度
で
、
今
年
で
３
年
目
。
今
回
は
11

社
か
ら
の
ご
支
援
を
受
け
、
12
名
の
奨
学
生
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
企

業
の
方
々
と
学
生
が
初
め
て
対
面
し
、
研
究
や
学
生
生
活
、
趣
味
な
ど
多
彩
な
話

題
で
懇
談
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
次
回
は
来
年
２
月

の
報
告
会
。
奨
学
生
の
皆
さ
ん
が
今
年
度
の
活
動
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

　2025年度より、社会課題の解決に意欲ある学生を支援する「企業型冠奨学金」を開始　2025年度より、社会課題の解決に意欲ある学生を支援する「企業型冠奨学金」を開始
しました。企業が奨学金の名称や採用人数を自由に設定できる柔軟な制度で、初年度はしました。企業が奨学金の名称や採用人数を自由に設定できる柔軟な制度で、初年度は
以下の6社からご支援をいただきました。以下の6社からご支援をいただきました。

　おかげさまで、19名の学生が教育・研究活動の充実や社会　おかげさまで、19名の学生が教育・研究活動の充実や社会
との交流の機会を得ています。来年度も継続して支援を続けてまとの交流の機会を得ています。来年度も継続して支援を続けてま
いります。企業の皆さまのご参加を心よりお待ちしております！いります。企業の皆さまのご参加を心よりお待ちしております！

　
　
　

九
州
大
学
基
金 

使
途
特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
未
来
人
材
育
成
奨
学
金
」

交
流
会
を
開
催

企業型冠奨学金2025年スタート！

奨学生の声

　今年の海外博士課程出願に向けて、日々 の研究活動や現地訪問、合
格後の渡航準備費用として大切に使わせていただきます。また、家族にも
少しばかり恩返しができればと考えています。火星大気研究を深めるべくア
メリカの博士課程進学を目指してきましたが、昨今の情勢を踏まえ、急遽
ヨーロッパも候補となりました。再び現地訪問を通して一からつながりを作
ることは経済的に難しかった中、今回のご支援には心より感謝しています。

長田 章嗣さん
理学府　地球惑星科学専攻　修士課程２年

　私はこれまで、放置竹林の管理やまちの広場づくりなど、人と自然が心
地よく関われる環境をデザインする研究に取り組んできました。いただい
たご支援は、自然資本や生態系サービスといった“目に見えない価値”を
社会に伝えるために、現地調査や実証実験などフィールドでの研究活動
に活用させていただきます。支えていただいていることを励みに、これか
らも社会とつながる研究を丁寧に続けていきたいと思っています。

水川 裕紀子さん
芸術工学府　芸術工学専攻　博士課程1年

・ジーアンドエスエンジニアリング株式会社 様
・ハーブ健康本舗 様
・三井金属鉱業株式会社 様

・株式会社ヤマウ 様
・楽天カード株式会社 様
・株式会社リボルブ・シス 様

「未来人材育成奨学金」では、企業の皆さまと奨学生
が直接語り合い、相互理解を深める有意義な交流の
場が設けられていることも、大きな特徴のひとつです。

今年度ご支援いただいた企業様

・株式会社アトル 様
・アドヴェンチャーホールディングス株式会社 様
・株式会社柏木興産 様
・株式会社キシヤ 様
・大成ジオテック株式会社 様
・千代田計装株式会社 様
・株式会社北洋建設 様
・三角商事株式会社 様
・溝江建設株式会社 様
・山下医科器械株式会社 様
・リックス株式会社 様

改めまして、ご支援いただいた企業の皆さまに
深く御礼申し上げます

（五十音順）

詳細は
こちらから

詳細は
こちらから

九州大学基金主催で多大な
ご支援いただいた寄附者の

皆さまをお招きし、「栄誉の会」「交
歓会」「感謝の集い」を開催しまし
た。午後からスタートした「感謝の
集い」は、九大フィルハーモニーオー
ケストラによる演奏でのお出迎えに
始まり、石橋総長からの「特別功労
賞」感謝盾の贈呈、九大基金から
の寄附状況のご報告と支援を受け
た学生・研究者による発表、さら
に部活動・サークル活動で頑張る
学生たちからの活動報告など、盛
りだくさんの内容となりました。

寄附者の
皆さまに

感謝を込めて！

2025年10月18日

感謝の集い
を

開催しました

心からの感謝を込めて―
九州大学の未来を共に
Thanks from the heart ― for all you’ve given.

今年も多くの方々にご参加いただき、ありがとうございました！

九州大学基金では、寄附者の皆さまに感謝の気持ちを直接お伝えし、交流を深める機会として、
来年も「栄誉の会」「感謝の集い」を開催し、学生や研究者の「今」と「これから」をお伝えしてまいります。

九州大学基金は、12月の「寄付月間（Giving December）」
に賛同パートナーとして参加しています。寄附者の皆さまの
想いを深く知り、支援を受けた学生や研究者の感謝の声を
お届けすることで、より良い社会の実現を共に目指し、過去
から未来への想いへと繋げます。この機会に、ぜひ皆さまの
想いをお寄せください。
◎詳しくは九大基金WEBページをご覧ください。

もっと知りたい、寄附者の気持ち。もっと伝えたい、感謝のことば。
　午前中、日本ジョナサン・ＫＳ・チョイ文化館にて、本
学へ特に多大なご支援いただいた寄附者の皆さまとの交
流を深める貴重な機会として、石橋達朗総長主催・執
行部参加の特別懇談会「栄誉の会」を開催。栄誉の会
終了後には、交歓会が催され、寄附者の皆さまには総
長・理事とともに昼食を囲みながら、和やかな雰囲気の
中で歓談のひとときをお過ごしいただきました。

「栄誉の会」と「交歓会」 
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九州大学基金
 KYUSHU UNIVERSITY FUND DONORS NAME

大学一任／
九大生応援基金／

エンダウメント型基金
寄附者様ご芳名寄附者様ご芳名

（五十音順・敬称略）

2025年度新しく基金に加わった部活動・サークル団体をご紹介！

全学公認
体育系

1 応援団
2 航空部
3 サッカー部
4 女子バレーボール部

全学公認
文科系

1 混声合唱団
2 書道部
3 鳥人間チーム
4 百人一首愛好会
5 和太鼓華響

学部公認

1 弓道部（医・体）

2 水泳部（医・体）

3 ピックルボールクラブ（医・体）

4 熱帯医学研究会（医・文）

5 馬出吹奏楽部（歯・文）

　今年も、ご寄附を頂いた方の中から、抽選でカタログギフトな
どの素敵なプレゼントが当たるキャンペーンを実施しました。期
間中、120件（約180万円）を超えるご支援をいただきました。あ
りがとうございました！

今年も実施しました『秋のご寄附キャンペーン』今年も実施しました『秋のご寄附キャンペーン』
期間：2025年9月1日～11月30日

 NEW NEWSS!!

部活動・サークル
活動支援基金に
ついて

2026年の全国七大学総合体育
大会(七大戦)の舞台は福岡です！
そして、その主管校は、われらが
九州大学！氷上の格闘技！アイス
ホッケーを皮切りに熱い熱い！戦
いが始まります。ぜひぜひ、みんな
で九大を応援しましょう！

みんなで七大戦を応援しよう！

部活動・サークル活動応援基金

NEWLY 
ADDED
GROUP

加入団体一覧

全学公認 体育系

アイスホッケー部
アメリカンフットボール部
アルティメット同好会
ウィンドサーフィン愛好会
空手道部
弓道部
剣道部
硬式庭球部
硬式野球部
ゴルフ道部
サイクリング同好会
山岳部
自動車部
柔道部
少林寺拳法部
水泳部
水球部
スカッシュ愛好会
スキー部
全学卓球部
漕艇部
ソフトテニス部
体操部
チアリーディング部
テコンドー部
トライアスロン部
馬術部

男子バスケットボール部
女子バスケットボール部
フットサル部
洋弓部
ヨット部
ラグビー部
男子ラクロス部
女子ラクロス部
陸上競技部
ワンダーフォーゲル部

全学公認 文化系

iTOP
囲碁部
ＳＦ研究部
演劇部
化学研究部
学生劇団「いと」
クイズ研究会
グリーンクラブ
軽音楽部ジャズ研究会
剣舞道サークル
吹奏楽団
生物研究部
探検部
男声合唱団
地学研究部
鉄道研究同好会

バンド同好会
ピアノの会
ヒューマノイドプロジェクト
フィルハーモニーオーケストラ
PLANET-Q
物理研究部
舞踏研究部
邦楽部
法律相談部
マジックサークル
マンドリンクラブ
湊坂46
模型部
落語研究会
ロック研究会
ロボコンチーム
ロボット技術研究会

学部公認

【医学部学生団体】
空手道部
サッカー部
準硬式野球部
バスケットボール部
フットサル部
ラグビー部
陸上競技部

漢方医学研究会
軽音楽部
KLSA

【歯学部学生団体】
硬式庭球部(テニス）
サッカー部
準硬式野球部
バスケットボール部

【医学部保健学科学生団体】
バスケットボール部

【芸術工学部学生団体】
格闘技研究会
バレーボール部
ラグビー部（KID-RFC）
impression！
JAZZすきもの会　
照明屋
吹奏楽団
テ－プ・レポ－ト・プレイ
フィルハーモニー管弦楽団
Rec-lab.（レクラブ）
3DD

課外活動施設

総合体育館屋内プール

本欄では、2025年4月1日から2025年9月30日までに
「大学に一任する」「九大生応援基金」「エンダウメント
型基金」に申し込みいただいた方のご芳名を掲載させ
ていただきます。
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便利
な

お知
らせ

九大
基金
から
の

　九州大学基金では、より便利にご寄附いただけるよう、2025年11月から
「PayPay」でのオンライン寄附が可能になりました。
　ぜひこの機会に、PayPayをご利用ください。

PayPayでのご寄附手続きはこちらから ▶ 

スマホで簡単！
PayPay決済でご寄附いただけます

第37回西部学生グライダー競

技会で個人の部で優勝・準優

勝、団体の部で優勝

2024年度鳥人間コンテスト
滑空機部門 3位入賞！

2025年1月の名人
戦で九大百人一首
愛好会から九州初
の名人が誕生！
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　九州大学基金に一回１万円以上、又はクレジットカード決済で年２千円以上を継続的にご寄附く
ださる方への会員制度です。九大会員を対象にした学内外の特典を多数ご用意しています。

九大会員とは？九大会員とは？

特典の一覧はコチラ

 「九大会員特典」で
検索！

［ 九大会員 ］ ［ 名誉会員 ］
累計寄附額 50万円以上

［ 貢献会員 ］
累計寄附額 10万円以上

ごあいさつ

本年も皆さまより温かいご支援を賜り、心より御礼申し上げます。

2026年も、さらなる発展を目指して全力で取り組んでまいります。

今後とも変わらぬご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

皆さまにとって、健やかで実り多き一年となりますようお祈り申し上げます。

　本学では、皆さまからの温かいご支援に感謝の意を表すものとして、
2023年度よりご寄附の累計額に応じた称号を贈呈し、伊都キャンパス・
椎木講堂設置の銘板へご芳名を掲載しております。（公表を希望されない
方は除きます）
　この度、2025年3月31日までのご寄附累計額に基づいた銘板が完成し
ました。伊都キャンパスへお越しの際はぜひお立ち寄りください。

銘 板が 完 成しました！

※九州大学基金では、環境負荷軽減の観点から、年賀状によるご挨拶を控えさせていただいております。何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。
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陽
子

田
畑　

正
久

ZH
AO

 H
AN

G

辻　
　

絆
花

恒
吉　

正
澄

津
行　

良
明

寺
田　

善
博

藤
内　

武
徳

東
保　

裕
の
介

土
岐　

学
司

時
枝　

富
和

外
波　

雅
史

飛
松　

省
三

富
田　

敏
徳

内
藤　

政
昭

中
井　

健
太
郎

永
井　

雅
恵

中
垣　

博
之

長
澤　

一
成

長
澤　

誠
二

中
嶋　

征
子

永
末　

昌
也

仲
曽
根　

昇

長
沼　

宏
明

中
野　

修
治

中
野　

光
男

中
村　

寿

永
山　

俊
二

中
山　

弘
幸

鍋
倉　

美
保

難
波　

孝
光

新
留　

聡

西
川　

望

西
山　

玲
児

新
田　

由
規
子

縫
田　

優
人

野
尻　

千
香
子

野
瀬　

橘
子

野
寺　

史
織

野
間　

充

野
村　

幸
司

朴　
　

友
博

橋
口　

悦
子

橋
口　

典
久

蓮
尾　

裕

羽
田
野　

袈
裟
義

八
谷　

涼

八
田　

喜
弘

馬
場　

羽
香
奈

濱
田　

繁

濱
野　

英
範

林　
　

真
一
郎

早
矢
仕　

洋
史

原
田　

康
平

原
田　

大
輔

原
田　

直
彦

東　
　

忠
節

東
原　

徹

久
末　

順
子

兵
頭　

万
里

平
井　

琢
二

平
川　

俊
夫

廣
嶋　

道
子

廣
田　

憲
治

廣
常　

健
太
郎

廣
畑　

富
雄

深
川　

ひ
ろ
み

福
岡　

真
二

福
田　

篤
志

福
留　

雄
司

福
山　

茂
之

椛
田　

茂

鎌
田　

秀
一
郎

加
留
部　

謙
之
輔

川
﨑　

千
之

川
畑　

泰
子

川
原　

武
浩

川
渕　

春
花

河
村　

伸
一

姜　
　

旻
廷

神
尾　

敬
子

神
庭　

重
信

岸
本　

恵
実

北
尾　

え
り
子

北
田　

邦
夫

　
　
　

幸
夫

　
　
　

敏
夫

北
野　

亀
三
郎

木
村　

專
太
郎

木
元　

正

清
川　

博
之

清
澤　

雷
太

久
我　

茂
誠

久
保
田　

徹

黒
岩　

三
佳

黒
川　

芳
孝

黒
木　

美
紗

黒
田　

篤

黒
田　

幸
広

古
賀　

博
文

古
賀　

正
人

小
椎
葉　

大
樹

小
島　

建
二

児
玉　

一
郎

五
島　

寛

三
枝　

京
子

斉
藤　

孝

齋
藤　

正
志

齋
藤　

光
正

臼
井　

悠
樹

内
村　

英
幸

海
野　

勲
夫

　
　
　

小
百
合

　
　
　

真
一

　
　
　

徹

梅
野　

一
男

梅
村　

創

梅
本　

健
介

浦
田　

真
吾

上
井　

海
空
斗

江
頭　

芳
樹

江
崎　

一
子

遠
藤　

成
美

王　
　

翔
平

王　
　

神

大
久
保　

明

大
地　

信
彰

大
庭　

弘
睦

大
橋　

直
弘

大
森　

康
平

大
森　

将

岡
留　

雅
夫

奥
村　

賢
直

尾
郷　

智
格

小
野　

喜
志
雄

小
野　

順
子

貝
嶋　

正
信

鍵
本　

忠
尚

梶
山　

千
里

梶
原　

能
成

片
岡　

和
宏

片
峰　

建
二

桂
木　

健
次

加
藤　

仁
美

門
田　

光
央

金
田　

亮
平

狩
野　

良
弘

個
　
人
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使途特定
プロジェクト 寄附者様ご芳名寄附者様ご芳名

（五十音順・敬称略）

粟
生　

修
司

赤
司　

一
義

淺
井　

陽
子

朝
枝　

翼

足
立　

仁

阿
南　

恭
子

阿
部　

功

荒
川　

豊

有
村　

豪
修

安
藤　

文
英

安
部　

俊
博

家
原　

義
靖

五
十
嵐　

泰
宣

井
久
保　

丹

池
田　

啓
浩

石
井　

明

石
川　

巌

石
川　

哲

石
橋　

大
海

石
橋　

佳
子

泉　
　

薫

磯
村　

芳
子

板
崎　

光
成

伊
藤　

孝
信

糸
満　

盛
憲

稲
葉　

頌
一

稲
益　

茜

稲
光　

哲
明

井
上　

裕

井
上　

仁
人

今
村　

隆

今
村　

大
樹

岩
﨑　

勇

岩
本　

修

上
野　

稔
幸

「使途特定プロジェクト」では今回特集した「スタートアップ共創基金」「企業型冠奨学金」「部活動・サークル活動支援基金」など、様々
な事業を展開しています。本欄では、2025年4月1日から2025年9月30日までに「使途特定プロジェクト」に申し込みいただいた方のご
芳名を掲載させていただきます。

ア
ス
ミ
オ.

株
式
会
社

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
トO

ne

株
式
会
社

株
式
会
社
ア
ト
ル

ア
ビ
ー
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

い
け
だ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
泌
尿
器
科
い
と
う
ク
リ
ニ
ッ
ク

佳
秀
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
キ
シ
ヤ

株
式
会
社
現
場
サ
ポ
ー
ト

社
会
医
療
法
人
昴
和
会 

内
山
病
院

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
福
岡M

U
SE

サ
イ
セ
イ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
合
同
会
社

医
療
法
人
紫
友
会　
さ
く
ら
眼
科

医
療
法
人
善
信
会　

堀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
竹
田
胃
腸
科
外
科
医
院

医
療
法
人
藤
誠
会　

後
藤
ク
リ
ニ
ッ
ク

ニ
ッ
タ
・
デ
ュ
ポ
ン
株
式
会
社

日
本
ハム
株
式
会
社

株
式
会
社
ホ
ー
プ

株
式
会
社
北
洋
建
設

合
同
会
社BOXTREE'S CO

M
PAN

Y

マ
イ
ク
ロ
ン
財
団

三
井
金
属
鉱
業
株
式
会
社

三
井
不
動
産
株
式
会
社

三
菱
重
工
業
株
式
会
社

医
療
法
人
み
み・は
な・の
ど

せ
が
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク

み
や
ざ
き
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

株
式
会
社
八
百
治

山
口
重
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

山
口　

豊
和

よ
こ
が
わ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

株
式
会
社
リ
ボ
ル
ブ
・
シ
ス

医
療
法
人Y&

K

か
い
整
形
外
科
医
院

他 

10
企
業
・
団
体　

（
計
43
企
業
・
団
体
）

企
業
・
団
体
な
ど

Thanks from the heart ! 
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